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とから CRE1 がサイトカイニン受容体であることが強く示唆されていた。そこで私は、CRE1 がサイトカイニン受容
体であることを証明するため、酵母の変異体を用いた解析及び in vitro でのリン酸転移実験を行った。その結果、酵
母の変異体を用いた解析、in vitro でのリン酸転移実験のいずれでも CRE1 はサイトカイニン依存的なリン酸転移活
性を示した。私の行ったこれらの CRE1 の解析と植物の cre1 変異体でサイトカイニン低感受性を示したことから、








 サイトカイニン情報伝達機構を理解するため、私はサイトカイニン受容体である CRE1 の分子機能についてより詳
細に解析した。in vitro での解析から、CRE1 は下流の AHP タンパク質にサイトカイニン依存的にリン酸基を転移さ




は三つの受容体が下流にリン酸転移を行うが、サイトカイニン非存在下では少なくとも CRE1 は下流の AHPs からリ
ン酸基を奪っていることを明らかにした。 
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